
Case Study

情報情報情報情報のスピードのスピードのスピードのスピード、、、、正確性正確性正確性正確性をあげるをあげるをあげるをあげる
業務監査を通じて社内の業務ルール・手順の遵守を図り、
遵守されていない業務を部門長自らが問題改善提案

業務ルール・⼿順の視える化をしてみたが…

「自分たちのルール」を実現したい

社内協⼒体制と監査担当⼈材

当社は市販パッケージソフトを使って販売・購買・会計業務を
⾏っていました。ところがこのソフト導⼊を担当した社員が退職し、
情報システムの運用⽅法が拠点間で違うことが発覚し、情報システ
ムの強みである情報のスピード、正確性が発揮されないでいました。
この状況を打開するために、販売・購買・在庫管理・会計業務の

視える化を目標に、各業務のルールおよび具体的⼿続きを会社をあ
げて視える化を図りました。ところが、視える化を図ったにもかか
わらず、会社目標である情報のスピード、正確性の向上を実感でき
ずにいました。

①「監査＝監視」という悪いイメージ
従業員のほとんどは監査と聞くと「⼀⽅的なダメだし」というイ

メージしかありませんでした。「自分たちのルール」を自分たちで
実現するためには、従業員の理解と協⼒が必要不可⽋です。
その理解と協⼒をあおぐために、部門⻑と従業員に対して「監

査」はきっかけであり、そのきっかけから会社に対して「こうしま
しょう」と提案できる場が与えられたのだと、根気強く説明し、最
終的には従業員からの理解を得ることができました。
②社内⼈材には監査業務経験がない

「会社をあげて」決めた業務ルール・⼿続きが守られていないの
はあきらかでしたが、「どの業務が」「なぜ」守られていないのか
は依然不明のままでした。
社⻑には「業務ルールや⼿続きを守らせる、道から外れた⼿順を
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1年間にわたり各部門を監査 今後

業務監査業務監査業務監査業務監査・・・・改善改善改善改善プロセスプロセスプロセスプロセス

②社内⼈材には監査業務経験がない
すべてを外部に任せてしまうと「自分たちのルール」は作れませ

ん。しかし、監査業務経験のある⼈材が社内にはいませんでした。
このジレンマを解消するために、兼任ではありますが社内⼈材を指
名し1年間アフォードとともに監査業務を経験させることで、業務
体験の効率的吸収を図りました。

軌道修正させるのは誰なのか？」という疑問がありました。その答
えはすぐに社⻑の頭に浮かびました。「次世代の経営者候補である
各部門⻑だ！！」 守られていない業務ルール・⼿続きを徹底的に
監査し、各部門⻑からの改善提案を受け⼊れることによって、「自
分たちのルール」を再構築することになりました。

各業務に関する業務ルールおよび⼿続きを部門ごとに
①情報システムデータ監査
②100項目以上の監査項目を実査
③各部門⻑への改善報告書作成⽀援

を1年間にわたり実施し、部門⻑と改善提案をまとめていきました。
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業務改善は⽇々の積み重ねです。計画→実⾏→チェック→改善の
ＰＤＣＡサイクルを従業員自らが実施することが肝要です。
業務監査を通じて培った「自分自⾝による業務改善」を愚直に実

⾏することで、情報のスピード・正確性の確保を向上させ続けてい
きたいと考えていらっしゃるそうです。


